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 １ 概要 

 

（１）目的 

「豊島区子どもの権利に関する条例」第 20 条第 4 項に基づき、子どもたちが区政などについて

話し合い、意見を表明する場を設けることで、区政に子どもの意見を反映するよう努めるとともに、

「児童の権利に関する条約」や「豊島区子どもの権利に関する条例」に定める子どもの意見表明

や社会参加の確保を図ることを目的として実施する。 

 

「豊島区子どもの権利に関する条例」第 20 条第 4 項  

区は、次代を担う子どもの意見を区政に反映するよう努め、子どもの意見を聴き、話し合う

場として、としま子ども会議を開催しなければなりません。 

 

（２）対象者及び参加者 

 区内に在住または在学の概ね 10 歳（小学校 4 年生）～18 歳までの子ども若者を対象に

公募した。区内の小・中学校および高等学校等へ参加者募集用のチラシを配付するとともに、広

報としま 5 月 1 日号や区ホームページにて募集案内を掲載。5 月 26 日を締め切りとして参加者

を募集した。 

 

  

 
小学生用募集チラシ 中学生以上用募集チラシ 

概 
 

 

要 
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《令和５年度参加者》  

氏名 ふりがな 

今井 凪 いまい なぎ 

坂元 康祐 さかもと こうすけ 

中村 真奈 なかむら まな 

平尾 めい ひらお めい 

山崎 彩華 やまざき いろは 

川畑 帆花 かわはた ほのか 

河原 実緒 かわはら みお 

辻 優芽果 つじ ゆめか 

中澤 佳之 なかざわ よしゆき 

石川 こよみ いしかわ こよみ 

芝田 海斗 しばた かいと 

長﨑 大晴 ながさき たいせい 

後藤 仁 ごとう じん 

佐川 珠理 さがわ みり 

齋藤 夜空 さいとう よぞら 

鬼武 麗奈 おにたけ れな 

中村 明優 なかむら あゆ 

小学生 12 名、中学生 3 名、高校生 2 名   計 17 名 

（３）実施期間及び実施方法 

令和 5 年 7 月～8 月までの期間に会議及び意見発表会のリハーサルを全 4 回実施。 

８月には意見発表会、1 月には報告会を開催。参集形式にて実施。 

 

（４）実施内容 

 今年度は、「子どもたちに考えてほしい事柄」について事前に全庁的に募集し、４つのテーマを定

めた上で参加者を募集した。テーマに関係する区職員に職員ファシリテーター研修を実施し、各チ

ームに「職員ファシリテーター」として配置した。職員ファシリテーターは、区の取組等の助言や発表

用資料作成のサポート等をしながら進めた。８月に意見発表会を議場で開催し、会議で考えた

ことや話し合った成果を発表した。1 月には報告会を議場で開催し、各チームの担当課から、子ど

もたちの意見を踏まえた取組状況を報告した。 

また、実施にあたっては過去 3 回の「としま子ども会議」に続き、幅野裕敬氏（NPO 法人 SLC

代表）がファシリテーターとして会議の進行や全体統括を務めた。 
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２ 各回の実施内容 

 

子どもたちへの趣旨説明を行った後、チームごとに分かれて各チームのテーマについての意見・提

案を一人一人プレゼンしました。また、初回ということで参加者の皆で自己紹介やアイスブレイクを

とりながら、コミュニケーションを深めました。 

午後には、各チームに分かれての「調査活動」を行いました。テーマの課題、現状等についての

講義を受けながら知識を深めたり、実際に区役所の中の窓口に行ってみたりしました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者の感想＞ 

・ディベートをして、色々な人の意見を聞いたり、深く考えることができた。 

・実際に仕事場に行って雰囲気をつかむのが良いと思った。 

・テーマについて具体的な考えを持てて良かった。区長さんたちにしっかりと自分の提案内容を伝えられるように頑

張りたい。 

・思っていたよりも話し合いの時間、見学の時間があって楽しいと感じた。自分の意見について深ぼりしていく時間

が多くて、より具体的に考えることができた。 

 

＜職員ファシリテーターの感想＞ 

子どもたちが自由に発言できていたように感じる。楽しそうに取り組んでいたことが一番良かった。 

第１回（７月２４日）１０時～１２時、１３時～１７時 

参加者全員が１人１人自己紹介をしました チームごとに意見交換をしながら進めました 

「障害のある方への理解促進チーム」は、実際に

当事者の方にお話を聞きました。 

実際に区役所の窓口に行き、担当者にお話を

聞きました。 

各
回
の
実
施
内
容 
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 第２回では、第１回会議でテーマについて調査したことや、チームのメンバーと意見交換した内

する幅野さんと１対１で対話する中で、「豊島区でどのようなことを実現したいのか」「なぜそう思っ

たのか」を深堀していきました。 

 午後には、一人一人がみんなの前で提案内容について発表しました。発表者が解決したいと思

った豊島区の課題について、他にも困っている人は何人いるか、具体的な解決策について「実現し

てほしい」と思う人が何人いるか、子ども会議の参加者の中でアンケートをとりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者の感想＞ 

・みんなで話し合い、発表するのが楽しかった。 

・みんなの自由な発想や本音が面白かった。学校や社会で広まったらいいなと思う新しいアイデアもあった。 

・発表練習があり、発表までの過程がよく分かった。 

・提案を具体的に発表できて良かった。次のスライド作りも頑張りたい。 

 

＜職員ファシリテーターの感想＞ 

・2 回目ということもあって、子どもたちの距離が近づき、話し合いをする雰囲気が出来上がっていた。 

・どうしてそう思う？どうしたい？と質問を掘り下げていくとそれぞれの思いが浮き彫りになって興味深かった。 

・子どもながらに何かしよう、何かしたいと考えてくれていた。こちらも発信せねばと思わせてくれた。 

・子どもたちがどのように考えているのかがわかり、とても参考になった。「大人にやってください」ではなく、「子どもが

やれることを考える」ところがとても良いと思った。 

 

第２回（７月２８日）10 時～12 時、13 時～15 時 
 

チームごとに意見交換をしました。 

全体ファシリテーターの幅野さんと一人一人

提案内容を深堀しました。 

みんなの前で提案内容を発表しました。 

まず今日やることをみんなで確認します。 

各
回
の
実
施
内
容 
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第３回では、まず１人１０分ずつチームのファシリテーターと話す時間をとり、提案内容につい

て前回に引き続いて深堀をしました。 

提案内容が定まると、いよいよ意見発表会に向けての資料作りに入りました。学校などで普段

から PC・タブレット操作をこなしている子どもたちは、慣れた手つきでスライド作成を進めていました。 

スライド作りでは、参加者同士でアドバイスをし合いながら進める姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者の感想＞ 

・みんなと楽しくスライドを作ったりたくさん練習することができた。本当にとても楽しかった３回だった。 

・スライド作りが得意になった。 

・きれいなスライドが作れて良かった。リハーサルも頑張りたい。 

 

＜職員ファシリテーターの感想＞ 

・中には文字入力が苦手な子もいたが、内容はきちんと考えてあるので、本番が楽しみだ。 

・子どもたちが素直に話を聞いてくれた。想像以上にタブレットを使いこなしており、上手にスライドを作っていた。 

・困っている子の手伝いをする姿が見られた。 

・中学生が、発表の順番などを小学生に希望を聞いて、中学生らしく決めてくれていた。 

 

第３回（８月 1 日）１０時～１２時、１３時～１５時 

前回欠席だった参加者は、最初に提案内容に

ついてみんなの前で発表しました。 

１人１人チームのファシリテーターと話をする時

間をとりました。 

スライド作りもファシリテーターと協力しながら行い

ました。 

参加者同士でアドバイスし合いながらスライド

作りを進めました。 

各
回
の
実
施
内
容 
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意見発表会の前日には、当日の会場である「豊島区議会本会議場」にてリハーサルを行いま

した。参加者のほとんどが初めて議場に入ったということで、「ここが議場か！」「初めて来た！すご

い！」「広い！」と興味津々でした。 

 リハーサルでは、子どもたちの発表部分を本番と同様に演台の前に立って通しで練習しました。 

「明日は区長さんや議長さん、保護者の方など多くの大人の人の前で発表するんだよ」という言葉

に既に緊張した様子の参加者もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハーサル（8 月 19 日）10 時～12 時 

初めての議場に緊張した様子でした。 本番同様、一人一人演台の前で発表しま

した。 

各
回
の
実
施
内
容 
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３ 意見発表会 

  

 

（１）日時・会場 

日時：令和 5 年 8 月 20 日（日） 午前 9 時 30 分から 11 時 30 分 

会場：区議会議場（豊島区役所本庁舎８階） 

 

（２）当日の出席者  

■「としま子ども会議」参加者及び保護者の皆様 

■「としま子ども会議」ファシリテーター NPO 法人 SLC 代表 幅野裕敬 氏 

【豊島区より】 

■高際みゆき 区長 ■天貝勝己 副区長   ■金子智雄 教育長 

■副島由理 子ども家庭部長 

【豊島区区議会より】 

■池田裕一 議長  ■星京子 子ども文教委員長、 

 

【豊島区関係課長】 

■田邉栄一 障害福祉サービス担当課長 

■小野義夫 子ども若者課長 

■髙橋隆史 庶務課長  

■内田吉彦 放課後対策課 児童支援係長 

 

【職員ファシリテーター】 

■障害福祉課 安井利樹 主任 

■子ども若者課 菅野有里 相談員 

■庶務課  松山美代子 課長補佐  

■放課後対策課 森田晴美 課長補佐 

■ジャンプ東池袋 福森健司青少年支援員 ■ジャンプ長崎 伊藤宏美青少年支援員 

 

（４）実施内容  

発表会前半に、子どもたちが「としま子ども会議」で考えたことや話し合った成果を発表し、テー

マに関係する部署の管理職から発表に対するコメントや区の方向性等を子どもたちへお話しいた

だいた。また、発表会後半には出席した方々による講評も行った。 

開催概要 

意
見
発
表
会 
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今日は、沢山の子どもたちにご参加いただきまして、ありがとうございます。意見

発表をしていただくということで、本当に楽しみにしております。 

今年の 4 月に子ども家庭庁が出来ました。国において、子どもを真ん中におい

て色々な政策を考えていこうということで、「こどもまんなか社会」を表明していま

す。豊島区においては、子ども家庭庁が出来るずっと前から、未来を担う子どもた

ちは大事であるということで、色々な取り組みをしてきました。今年の 2 月には、

困っている子どもたちを守るために児童相談所をつくりました。来月には、子どもの声をもっと直接聞こうという

ことで、「子どもの権利相談室」ができます。また、「子どもレター」というものを始め、皆さんの声が直接私に

届くようになっています。色々な機会をとらえて、豊島区は子どもたちの声をもっと吸い上げて、より良い豊島

区にできるよう頑張ろうと思っています。 

このとしま子ども会議も、夏休みに集中してやるように時期を早めました。皆さんの声を各部署で検討し

て、来年度の予算案に反映し、区議会に提案するのに間に合うようにしました。テーマも、豊島区が変えて

いきたいことや困っていることについて４つテーマをお示しして、皆さんのお知恵をもらうというように変えました。 

豊島区は色々な課題があるので、今日の皆さんの意見を大変参考にしていますし、これからも区役所の

取り組みにアンテナを立ててもらって、子どもレター等を使って私や職員たちに伝えてもらえればと思います。 

最後に、ここは区議会の議場です。区役所にとっても非常に大事な場所で、ここで皆さんに発表してい

ただくことを本当に楽しみにしていますし、良い思い出になるといいなと思っています。今日の子ども会議の経

験を生かして、これからも大事なことはしっかりと意見が言える、そして自分の意見だけでなくほかの人と意見

交換をしてより素敵なものを考えていける大人になってもらいたいということをお伝えして、ご挨拶とさせていた

だきます。緊張せず、大きな声で自信をもって頑張ってください。 

 

としま子ども会議は、子どもの権利に関する条例に基づき、みんなの意見を大

人がちゃんと聞いて反映していこうという目的で実施されています。子どもたちには、

自分がやりたいことからまず考えましょうということと、他にも助かる人がいること、豊

島区がまだやれていないことを考えながら実施していくことをお話しています。 

今回は、子どもたちと考えたいことについて部署からテーマを募集し、その部署

の職員に職員ファシリテーターとして全会議に参加いただきながら子どもたちと一

緒に考えていきました。今日の子どもたちの発表は、５回分をぎゅっとまとめたものになりますので、まとめる中

で言葉にならなかったものも、ファシリテーターの皆さんに拾い上げていただき、反映されていけばと思います。 

活動の振り返りとしては、まずファシリテーターの皆様から部署の課題についてお話しいただき、その後実

際にお仕事見学に行ったり、当事者の方からお話を聞いたりしました。そして、企画会議を進め、自分が解

決したい課題は、区の課題のどんなものに近かったのかをきちんと定めました。また、大人にやってくださいとい

うだけではなく、自分がその課題についてどう関わっていくかということまで考えました。今回は、自分がテーマと

した課題について他の参加者はどう感じているかアンケートもとり、スライドの中に反映しています。 

さて、いよいよ皆さんの発表になります。緊張していると思いますので、温かく見ていただければと思います。 

開会の挨拶（高際みゆき 区長） 

令和 5 年度「としま子ども会議」実施の振り返り（NPO 法人 SLC 理事長 幅野裕敬 氏） 

意
見
発
表
会 
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皆さんこんにちは。今日は、第４回としま子ども会議の発表日です。今までで計４回の話

し合いや練習をしてきました。今日はその成果を全力で出し切りたいと思います。 

 私は、今回としま子ども会議に初めて参加しました。そこで感じたことが主に２つあります。 

 まず１つ目は、私はこのように年齢などが関係のない話し合いの場というのに参加したことが

今までありませんでした。そのため、自分とは特別違った意見を聞くことがあまりありませんでし

た。しかし、今回、としま子ども会議に参加してみて、自分とは違う年齢のいろいろな人たちから意見を聞くことが

できて、自分の固定概念とは違った様々な視点から物事を見ることができました。 

 ２つ目は、私は、小学生のころや今現在、クラスや、委員会などの単位で話し合いをしたことはありました。しか

し、こういった区などの大きい単位の会議に参加したことはありませんでした。今回、このとしま子ども会議に参加し

て、自分たちが大切な責任を担っていることが感じられました。また、自分たちが多くの人たちの役に立つことがで

きている、ということも感じられました。 

 この会議で学んだことを活かして、これからも積極的に話し合いの場に参加していきたいと思います。そして、ファ

シリテーターの皆さん、区の職員の皆さん、本日は忙しい中、このような場を与えてくださりありがとうございました。

今日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

第 2 回としま子ども会議から参加をして 3 年目になります。 

 意見交換から発表会まで夏休み中に終える短期集中型は初めてで、今回初めて参加し

た方の中には職員さんや保護者の方にスライド作りをサポートいただいたかと思います。僕は、

円グラフの作成方法がわからず、8 月 14 日に子ども若者課に伺い教えていただき助かりまし

た。困ったときいつも区の職員さんは優しく的確なアドバイスをくださり、安心して会議に参加

できました。サポートしてくださった皆様ありがとうございました。 

 僕が毎年としま子ども会議に参加しようと思うのは、初めて参加した時に磯議員が「今回取り上げたテーマを、

今回だけで終わらず来年度以降も継続して取り組んでほしい」とおっしゃったのが心に残ったからです。 

 発表のテーマは毎年違うのですが根底にある思いは変わらなくて、国籍が違っても名前を知らなくても同じ豊島

区で暮らす仲間を皆で応援し合えるオールとしまになったら、どんな困難も一人一人の勇気と皆のアイデアで乗り

越えられると思っています。 

 4 月に子ども家庭庁が発足し、としま子ども会議以外でも子どもが意見を伝えられる場が増えてきました。昨年

度参加した際、木下議長が「区の方に何か聞きたいことがあれば、周りに住んでいる区議会議員や区役所の方

に来ていただいてご意見やご要望をいただければと思います」とおっしゃっていて、僕一人で意見を言いに行くのは

子どもだしハードルが高いと感じましたが、としま子ども会議で出会った仲間と一緒だったら区役所にも子ども家庭

庁にも意見を言いに行けるかもと感じています。としま子ども会議に参加し、意見表明することで、自分らしく過ご

せる子どもが増えるように願っています。 

 

 

子ども代表挨拶（後藤さん、齋藤さん） 
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【チーム名】 障害者公平チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある方への理解促進チームの発表 

豊島区の障害のある方についての YouTube を子ども向け
にしたり、としま土曜公開授業で、障害のある方についての
特別授業を行ったりすることを提案します。実現すれば、子
どもも保護者も障害のことについて学ぶことができ、障害の
ある人もない人も笑顔になれる豊島区になると思います。 

絵本やYouTube、パンフレットを使って発達障害につい
て伝え、発達障害者に関心を持ってもらえるようにした
いです。私自身も動画編集やインタビューをして、誰もが
興味をもってくれるような内容にしたいです。実現すれ
ば、誰でも公平に安心安全な生活ができると思います。 

「障害者の方はどんなことに困っているのだろう？」とい
う知らない、わからない状態をなくすために、体験授業
やイベントに積極的に参加することが大切だと思いま
す。僕は夏休みに盲導犬、点字、車椅子の体験をし
ました。実現すれば、みんなが安全に安心して楽しく
生活できる社会になると思います。 

 

左から、職員ファシリテーターの安井さん、中村さん、中澤さん、長﨑さん 

中澤さん 

中村さん 

長﨑さん 

障害福祉課 

安井主任 

 障害のある方や困っている友達の力になりたいという子ども達の熱意に触れて、気が引き締まる思

いで毎回の会議に参加していました。障害のある方への差別解消に向けて、真剣に考えてくれて、子

ども達ならではの新しいアイデアをどんどん出してくれたことは、とても嬉しかったです。今回提案してくれ

たアイデアを業務の中でぜひ活かしていきたいと思います。短い期間で、考えをまとめて資料を作成す

るのは大変だったかと思いますが、チームワーク良く楽しみながら、積極的に取り組んでくれていたと思

います。本当にお疲れ様でした。そして、素晴らしい発表と提案をありがとうございました。 
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【チーム名】 Happy School In Toshima 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行きたくなる学校チームの発表 

豊島区の課題は、休み時間に自由にできないことです。
そこで、外遊びの時に中にいてもよいというルールをつくる
こと、遊ぶ教室を増やすこと、外に休憩スペースをつくるこ
とを提案します。外割り当ての時は、本を読んだり図書
室に行ったりすることができないため、課題だと思います。
実現すれば、今よりも楽しく学校に行けると思います。 

学校で文化祭をすることを提案します。理由は、一人でや
る学習が多くて寂しいので、授業をもっと楽しくしたい、みん
なと一緒にできる授業が欲しいと思うからです。丁寧な言
葉遣いや人とのやり取りは国語の勉強に、お金の種類・金
額を正しく知って使いこなすことは社会科の勉強に、買い物
の計算は算数の勉強になると思います。 

左から、職員ファシリテーターの松山さん、石川さん、鬼武さん、今井さん、河原さん 

河原さん 

今井さん 
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①自分に合う先生を選ぶこと②タブレットに教科書の
内容を入れ、難易度順に問題演習ができるようにする
こと③休み時間に、その時自分がやりたいことに合わせ
て行く教室を選べるようにすること④自分たちでクラスを
決めることを提案します。実現すれば、今よりも学校に
行きたくなり、勉強による達成感を感じることができると
思います。 

給食の食べ残しを解決するために、食育を行ったり配る量
を減らしたりすることを提案します。具体的にはランチョンマッ
トの代わりに栄養バランスシートを使ったり、ビデオ学習をし
たりすることが効果的であると考えます。実現すれば、給食
に対するイメージが変わり、給食が学校に来る楽しみの一
つになるとおもいます。 

石川さん 

鬼武さん 

＜行きたくなる学校チーム 職員ファシリテーターの感想＞ 

 短い期間で皆それぞれ自分の考えをしっかりとまとめ上げて、堂々と意見

表明している姿を見て、とても素晴らしいと思うと同時に、身の引き締まる

思いがしました。皆さんの様々な提案を受け、今後どのように実現させてい

くのか、今度は私たちがしっかり考える番です。意見を伝えてくれた皆さんの

期待に背かないよう、真摯に向き合っていきたいと思います。 

庶務課 松山課長補佐 
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【チーム名】We can voice our feelings．～子どもがありのままに生きる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの権利」について知ろう！広めよう！チーム 
 
 

アニメやゲームとコラボして、TikTok を利用して流した
り、子どもの権利をアニメやゲームにして学校の授業で
採り入れることを提案します。実現すれば、子どもの権
利が子どもや若者に認知され、いじめなどの問題が解
決しやすくなり、よりお互いを尊重し合えると思います。 

出前授業を全学校、全クラスで実施することを提案し
ます。子どもが講師を務め、先生や子どもたちに子ども
の権利について知ってもらいたいです。また、子どもを対
象として、先生や保護者に見せないアンケートを実施
し、相談先に繋げたいです。実現すれば、子どもが自
分の思いを伝えやすくなると思います。 

左から、ファシリテーターの菅野さん、平尾さん、川畑さん、辻さん、佐川さん 

佐川さん 

平尾さん 
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豊島区の HP は子どもにはわかりづらいので、子どもの権利
について知ることができるクイズやアニメ、カウンセラーに相
談できるページを新しく作ることを提案します。私自身は子
ども目線のアドバイスをしたり、身近な人に伝えたりしたい
です。実現すれば、みんなが安心して生き生きと生活でき
ると思います。 

川畑さん 

 

 

 

 

 

大人に子どもの権利について考え、理解してもらうため
に、①駅内の電光掲示板で紹介する②サンシャインシ
ティのイベント開催時に講演会を行う③池袋駅の外に
あるモニターで子どもの権利について紹介する動画を
配信することを提案します。私自身は、講演会の主催
者になって講演を行ったり、子どもの権利についての紹
介動画の作成、出演したりしたいです。 

辻さん 

＜「子どもの権利」について知ろう！広めよう！チーム 職員ファシリテーターの感想＞ 

子どもの権利相談室 菅野有里 相談員 

「子どもの権利」について理解を深め、友達に伝えたいと参加してくれた小

中学生。自らがもつ権利の大切さを知るとともに、友達、高校生や大学

生、大人にもっと知ってもらうために、どのように発信していけるかを瑞々しい

感性を働かせて話し合い、提案してくれました。どのような豊島区になってほ

しいか真剣に考える機会を得た子どもたち。今後の活躍が楽しみです。 
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【チーム名】after school 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方チームの発表 

放課後に中高生が友達と楽しく過ごせるようにしたいです。
「ジャンプ」のような中高生が遊ぶことができる施設を増やすこ
と、カフェなどを運営する会社（スタバックスコーヒーなど）に
協力してもらい、中高生専用の事前に購入して使えるチケッ
トを導入すること、本社が豊島区にある無印良品に協力し
てもらい、飲み物などを提供してもらうことを提案します。 

豊島区の課題は、便利で実用性のある交通手段がないこと
だと思います。そこで、イケバスのエリア拡大、子ども専用ルー
トを作る、料金を安くする、終バスを遅くする、実用性のある
新車を開発することを提案します。実現すれば、外で思い切
り好きなところで遊べると思います。 

後藤さん 

坂元さん 

左から、ジャンプ職員の福森さん、山崎さん、芝田さん、坂元さん、齋藤さん、後藤さん、職員ファシリテーターの森田さん 
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全ての公園に無料で使える自転車置き場が欲しいです。僕
自身は、この提案を学校で発表してみんなに理解してもらい、
実現のための募金活動をしたいです。実現すれば、みんなが
遊ぶ場所に自転車が置いてあることがないので、遊ぶスペース
が広くなり、公園まで自転車で行くのが楽になると思います。 

芝田さん 

＜放課後の過ごし方チーム 職員ファシリテーターの感想＞ 

子どもたちが放課後の貴重な時間をどのように過ごしたいと思っているのかについて、

生の声を聴くことができました。足りていないことをネガティブに捉えることなく、「こうした

らどうかな？」と夢いっぱいの発想をみんなで共有できました。子どもたちの新しいことを

生み出す柔軟さと、少しのアドバイスでもそれをヒントに素早くまとめ、堂々と発表でき

る姿に感心するばかりでした。柔軟性、スピード感…働き方にも通じるものがありま

す。貴重な体験をさせていただきました。ありがとうございました。 

放課後対策課 森田係長 

放課後に小学生が遊ぶ場所を増やしてほしいです。空き家を
使って区民ひろばにして、動物や魚のふれあいゾーンを作りた
いです。また、今公園にある遊具は小学生より小さい子向け
だと思うので、小学生が楽しめる遊具がある公園も欲しいで
す。実現すれば、大人になっても豊島区や区民ひろば、その
他の施設が好きでいられると思います。 

山崎さん 

居たいときに居られる居場所を増やしたいです。各中学校に「にし
まるーむ」のような居場所をつくったり、プランターで野菜を育てる
部活動や委員会をつくることを提案します。また、職業講話で農
家の人に来てもらい、農業を職業にする方法を教えてもらいたい
です。子どもが放課後に何をしたいかを主体的に決められるように
なったら、精神的健康が上がりウェルビーイングになると思います。 

齋藤さん 
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障害のある方への理解促進チームの発表へのコメントや区の方向性等について 

行きたくなる学校チームの発表へのコメントや区の方向性等について 

 障害のある方が、障害について理解されないことによって、差別や偏

見、いじめに繋がっていくことがあると思いますので、豊島区としてもさらに

理解促進を進めていかなければいけないと感じています。豊島区では、

障害の理解促進のための動画やパンフレットを作っていますが、子どもた

ちには難しい内容かもしれません。今後は子ども目線も検討していきた

いと思いますので、ぜひご協力いただければありがたいです。 

また、体験教室、イベントへの積極的な参加というご提案も、障害の

ある方への理解促進にとってとても大切な視点だと思います。豊島区で

は、ふくし健康まつりなどのイベントを行っておりますので、こうしたイベント

の中でさらに障害のある方への理解促進を充実させていけたらと思って

います。 

豊島区では、障害のあるなしに関わらず、分け隔てられることなく理

解し合い、互いに一人一人の尊厳を大切にし、安心して暮らすことがで

きる共生社会の実施を目標にしております。一緒に誰もが住みやすい

豊島区をつくってまいりましょう。 

 

 

田邉 障害福祉サービス担当課長 

髙橋 庶務課長 

 行きたくなる学校にしようということで、幸せな学校生活を過ごすための大

変良い意見をいただきありがとうございます。 

 学校の休み時間に中々自由に活動できないという意見については、校長

先生ともお話しながら具体的な対応を今後進めていきたいと思っています。 

 また、皆と一緒に学びたいという意見については、とても大事なことだと思

いますので、そういった意見を反映できるような学校にしていくこと、皆さんの

成長をどのように見守っていくかということを考えていきたいと思っています。 

 様々な提案を聞き、学校生活の中で達成感を得られることが大事なのだ

と思いました。達成感を得られることが Well Being にも繋がると思いま

す。今教育委員会では、子どもたちが幸せに学校生活を送るために今後ど

うしていこうかということを考えています。皆さんに本日いただいた意見を活か

して、今後計画を作っていきたいと思います。 

 また、給食の食べ残しにつきましても、豊島区は SDGs を推進しており、

食育も教育の中で大変大事ですので、しっかりと取り組んでいきたいと思い

ます。 

 今作成中の計画ですが、皆さんにもわかるような子ども版のパンフレットも

作成していきたいと思っていますので、ぜひ見てみてください。 

  

意
見
発
表
会 



- 18 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの権利」について知ろう！広めよう！チームの発表へのコメントや区の方向性等について 

放課後の過ごし方チームの発表へのコメントや区の方向性等について 

小野 子ども若者課長 

 子どもの権利については、5 年前に実施したアンケートで、子どもの権利の

認知度がかなり低いことがわかり、特に皆さんの世代の子どもたちの認知度が

低いため、今回色々なご意見をいただきました。大人の感覚ですと紙のチラシ

やパンフレットを使って配るのですが、今はやはり YouTube や TikTok などの

動画なのでしょうか。垣根を低くして皆さんがすぐに見られる環境を作っていか

ないといけないと思いました。ゲームの話もありましたが、私もゲームに興味が

ありますので検討していきたいと思います。 

 また、相談については、皆さんの声をしっかりと聴かなければならないと思いま

す。今もアシスとしまや皆さんのタブレットにあるアシスとおはなし、なやみみフリ

ーダイヤルがあります。さらに、9 月からは子どもの権利相談室もできますの

で、色々なところに皆さん相談していただきたいと思います。 

 HP がわかりづらいというご意見については、やはり大人目線なので、子ども

の皆さんにもわかりやすいようにしたいと思います。ぜひ皆さんの声を聞きたいと

思っていますので、これからも皆さんにお願いすることもあるかと思いますが、ぜ

ひご協力をお願いします。 

内田 放課後対策課 

児童支援係長 

放課後の過ごし方ということで多種多様なご意見を聞かせていただき、皆さんが放

課後に対する課題を多くお持ちなのだと改めて認識させられました。 

中学生の居場所づくりに関しては、今年度「にしまるーむ」を開設し、「としま地域未

来塾」では学習支援を行っています。これらはまだまだ始まったばかりですので、皆さん

のご提案を踏まえながら、さらに前へ進めて行きたいと思っています。 

また、子どもたち移動手段として IKEBUS に着目していただきました。IKEBUS の

新たな活用の仕方については、これから皆さんと一緒に考えていければと思います。 

公園に無料で使える自転車置き場を設置してほしいというご意見については、以

前公園に無料の駐輪場を設置したことがあるそうですが、その際に、公園利用者では

ない人も駐輪場を利用してしまい、公園利用者が駐輪場を利用できなくなってしまっ

てやめてしまったようです。公園を利用する人だけが駐輪場を利用できると良いと思い

ますが、何か良いアイデアがありましたら是非教えてほしいです。 

空き家を利用して区民ひろばにするというご意見については、豊島区の空き家の多

さを踏まえた素晴らしい発表であると思います。空き家の持ち主の中には、地域に貢

献したいと思っているが、どうしたらよいかわからないという人もいるかと思うので、そういう

方にいただいた提案をお伝えできればと思います。 

食料自給率と放課後の居場所というご意見はなかなか目の付け所が素晴らしいと

思います。豊島区にお住いの皆さんにとっては、農業は中々縁遠いものなのではない

かと思いますので、放課後に農業や自然の場に慣れ親しめるような場を作ることがで

きたら良いと思います。 

これまで豊島区の放課後対策はスキップを中心に考えてきましたが、皆さんのご意

見を踏まえながら新たなことを進めていきたいと思います。 
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 今日は本当に色々なご意見をいただきましてありがとうございます。 

 まず、この議場は４回の定例会で使用します。最初に区長の招集挨拶があり、そ

の次に議員が「こうするべきではないか」ということを問うて一般質問が行われ、区長

副区長が答弁を述べます。最後に、区から提案されたものについて賛成か反対かを

決める大事な会議をします。区長が決めたことがあたりまえに決まるわけではなく、

我々議員が内容を吟味して、議論し、本会議場で決定して実行されていくというの

が議会の流れです。 

 今回、子ども会議を通して色々な気付きがあったと思います。その気付きを今回で終わりでなく、さらに広

げていっていただきたいです。さらに、他にも新たな気付きがあれば、立ち止まって考えてみてください。そして、

自分たちの目で見える範囲のことだけでなく、さらにその先にいる人のことも考えて、様々な思いをはせて考

えてほしいです。 

 障害のある方の理解促進については、私も視覚障害のある方と何度もお話をする中で色々とわかること

がありました。目の前に穴があるから落ちそうだといって手を引っ張ったらびっくりしてしまいますが、「穴があるか

ら手を触りますよ。」と言ってから触れると感謝してくれます。そういう細かい気付きも知らなければわからない

ので、知ってもらうことが大切であると私も思います。そして、動画の話はどのチームでもたくさん出てきました

が、皆さんが面白い、見たいと思う動画を作ってもらい、それを広げていくことで、区として広げたいことがしっか

りと広がっていくのかなと思いました。また、子どもの権利については、まず大人がしっかりと子どもの権利を理

解していかなくてはいけないと思いました。皆さんの提案の中で実現がなかなか難しいものも、それをどのよう

に解決していけばよいのかを皆さんと一緒に考えていければと思います。今日はありがとうございました。 

 

  

今日皆さんの色々なご意見をいただいて、本当にあっという間の時間でした。皆さ

ん豊島区を本当により良い街にしたいという思いがあっての意見発表であったと思い

ます。また、「これが足りないぞ豊島区」という言葉を聞き、私たち議員はここまで

色々な活動をしてきましたが、まだまだ足りないのだと気づかされました。 

 障害のある方への理解促進については、何よりも体験して自分が知ることが、皆さ

んにとってはわかりやすいのだろうということに気付きました。私も盲導犬、聴導犬、介

護犬、車いすバスケットの体験学習など一緒に活動させていただいておりますが、こ

れからもぜひ皆さん実体験の中でその気付きを理解していただければと思います。知

ることが一番の理解なのかなと感じました。 

 行きたくなる学校については、学び方、過ごし方、さらには先生の選び方まで自分たちが自分たちの立場

で選べることが、行きたくなる学校の１つなのだという意見をいただきました。自分たちで選べるような学校づ

くりということは、これから教育委員会の大事な課題になっていくと思います。 

 子どもの権利については、子どもたちが権利を主張するのではなく周りの大人たちがどれだけ理解していくか

ということが、今一番大事な課題であると思っています。様々な発信の仕方についてご意見をいただきました

が、議会でも今回の意見を伺いながら、対策や取り組みを進めていきたいと思います。 

 放課後の過ごし方については、皆さんがそれほどご自身の居場所を求めているのだと大変参考になりまし

た。大人の居場所とは違う子ども専用の居場所ということで、様々な課題が挙げられていたと思います。今

日の皆さんの意見を子ども文教委員会としても、議員それぞれの立場で把握していきたいと思います。 

 最後に、ぜひ数年後は皆さんがこの場に座っていただいて、自ら施策を提言して取り組むような活動をして

いただくことを望みまして私の講評とさせていただきます。本日はありがとうございました。 

講評（池田 裕一 議長） 

講評（星 京子 子ども文教委員長） 
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今日は皆さん素晴らしい提案をいただきありがとうございます。 

障害のある方への理解促進チームは、今、小中学校ではインクルージョンを大事にし

ていますが、まだまだだなと感じました。車椅子の実体験、大事ですよね。車椅子バス

ケット専用の車いすを買った学校もあります。子どものころから、人数でいうと少数かも

しれないけれど色々な人がいるのだということを多くの人が知ることが一番大事だと思い

ます。 

 行きたくなる学校チームについては、文部科学省も言っているように、「個別最適」が

今大事な４文字になります。それの究極の話をいただきました。「私が先生を選ぶ、

私がクラスを選ぶ」という提案、大人になると大学では自分で授業や先生を選びますよね。それを小学校で

はできないのかということだと思います。少し悩ませてください。その他いろいろと自分たちでこういう風にやりた

いというお話が多く、とても感心しました。「こういうことだったら私がやるよ。」と言ってくれて、とても頼もしく思

いました。 

 子どもの権利チームについては、出前授業や相談窓口はあるのですが、知られていないのだと思いました。

まだまだ宣伝が足りないので、皆さんの手を借りて、色々な工夫をして、伝えていかないといけないと感じまし

た。また、子どもの権利は、皆さんの安心安全のためにあると改めて思いました。 

 放課後の過ごし方チームについては、みんなが楽しい放課後を過ごせて、良い子ども時代を過ごすことが

できたら、きっと良い大人になっていくと思います。これからもさらに小学校だけではなく、中学校、高校の放

課後についても一緒に考えて楽しくしていきたいと思っています。 

 本日は本当に色々な提案ありがとうございました。一生懸命一緒になって検討していきたいと思います。 

 

 

 

皆さんご苦労様でした。色々意見をいただきまして、真摯になって取り組まなければ

いけないことが多くございました。 

夏休みの中で、皆さん何日にもわたって子ども会議の中で沢山のことを経験したかと

思います。この経験がいつまでも残っていくことを祈っております。中でもここで生まれた皆

さんの仲間、友達、チームワークがあって今日の発表に繋がったということを忘れないで

いただきたいと思います。 

私も行政に非常に長いこと携わっていますが、区役所の仕事というのは、ほとんどが

法令、法律、条令、規則に基づき、計画も作って行っています。特に計画を作るうえでは、区民の皆さんに

アンケートを行って意見を聞いています。今回皆さんの意見を聞く中で、これは根本的に変えなくてはいけな

いと思うことが非常に多くありました。子どもたちの意見を聞く上では、HP の更新をしたり、正確な情報をで

きるだけわかりやすく伝えるということも区役所の仕事として重要だと思います。 

今回いただいた提案・意見をしっかりと受け止めてまいりたいと思います。こういった意見をいただいた上で、

区議会と一体となって意見を尊重する自治体を目指していきたいと思います。今日は保護者の皆さんも一

日来てくださいまして誠にありがとうございます。皆さんお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

閉会の挨拶（天貝 勝己 副区長） 

講評（金子 智雄 教育長） 
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【参加者の皆様からの感想】※一部抜粋 

○ サポーター、ファシリテーターの方々と一緒に協力してもらいながら、スラ

イド作成して、区長を始め、大人の人達の前で発表し、自分の意見を

伝えることが出来て、参加して本当に良かったです。また、限られた時間

内で、意見を伝える大切さを学びました。大人の方々が子供の意見を

真剣に聞いてくれて、本当に嬉しかったです。 

 

 

○ 自分の提案が大人の人に聞いてもらえて嬉しかった。 

  大規模な場所で発表したことがなかったから、初めてそういう経験ができ 

て嬉しかった。 

  参加してよかった！友達ができた!できた友達と一緒に会議をしたのがよ

かった！ 

 

 

○ としま子ども会議に参加させてくださりありがとうございました。 

  私は初めて、このような取り組みに参加しました。とても楽しく、大切な時間でした。 

  としま子ども会議を作ってくれた皆さん、ご参加してくれた皆さんありがとう

ございました。 

  この夏、会議で知ったことをこれからも活かして未来に続けたいと思ってい

ます。 

 

 

 

○ 私は、としま子ども会議に参加して、今までは豊島区の政策や取り組みは大人の意見が多か

ったと思いましたが、子どもでも行動を起こして社会を変えられることがわかりました。 

  みんなの意見を尊重したり、ファシリテーターの方、一緒に活動した仲間たちと協力して議場で

意見を発表することができました。 

  私は大人の方に対して、しっかりとはっきりとわかりやすく意見を伝えらえる

ように努力しました。そして、自分の意見が将来採用されて、豊島区のみん

なが安心して暮らせる未来になると考えています。 
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○一つの課題に向けて答えを導き出す為に、色々な方の協力を受け出来た発表で、自分の想い

をしっかり伝えている姿をみて、1 回目の日程から参加する度に、成長を垣間見られ、本当に感動

しました。 

 また、大人でも中々入れない、議場にて、発表する機会を頂き、また、真剣に子供の意見を拝

聴頂き、子供、親共々、かけがえのない、体験が出来ました。心より感謝申し上げます。 

 これからも日常生活の中で、社会の問題点、困ったを自分事化して、社会の

一員として、問題提起、解決が出来る様に、成長していきたいと思っております。 

 

 

 

 

○ 子ども向けのお勉強的な内容かと思いましたが、予算取得のタイミングに合わせて本当に実現

することを想定してスケジュールが組まれていたと区長さんからお話があり、本気で子供の意見を

実現しようとしているんだなと感じました。 

  申し込みから参加まで時間があり、子供が参加を嫌がるかと思ったのですが、参加している子た

ちがステキだったからか、とても楽しそうに帰ってきましたので、とても安心し、応援することができま

した。このようなことでもないと、議場に入るという経験をすることはなかったと思い

ますので、親にとっても貴重な体験でした。 

  この会議に子供を参加させたことで、私自身も区政の理解が深まったと思い

ます。子供が参加してくれてとても良かったと感じています。 

 

 

○ 申し込む時点からテーマに興味を持った娘、調べたり聞いたりすることでより知識を深め、また

自分が住む豊島区のために何かを考えるということがとても素晴らしく誇らしいなと感じました。 

  議場での発表会、そこで議員さんや区職員の方のコメントをいただけたこと。区長へ直接発表

ができたこと。すべて他とない貴重な経験でした。 

  娘自身、今後も継続して豊島区のことを考えながら自分ができることから取り組みたいと話して

いました。 

  短期間で集中して仲間と作り上げるプロセスも素敵でした。 

  親子共々大変貴重な機会にて充実した時間を過ごせました。 

 

 

【保護者の皆様からの感想】 
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〇 息子から「としま子ども会議に参加したい」と聞いたときは、参加者（グループ）の皆さんや関

係者の皆様とうまく議論を進めることができるか不安もありました。 

  しかし、息子が非常に楽しく毎回の会議に参加して議論を重ね、実際に区民の方や区の職員

の方々から課題についてお話を伺ったり、自身でも様々なことや課題に興味関心を持ち、調べ

て考えていく姿に成長を感じました。 

  また、意見発表会当日は事前に準備をして、繰り返し練習したプレゼンテーションを緊張の中

でも議場で、堂々と行う子ども達の姿を目にすることもできました。 

  子ども達が豊島区の様々な課題に興味を持ち、自身でできることを具体

的に考えて伝えることや、グループでの議論や自身で調べて考えた提案や

意見について、行政のご担当者の皆様に真摯に受け止めていただけるこ

とは、得難い経験となりました。 

   

 

 

〇 自分が気になっていることについて、一人で調べるだけでなく、お友達の意見を聞いたり、大人

の方のお話を伺ったりする機会をいただき、有意義な経験になったと思います。 

  本人は発表の際とても緊張したようですが、実際に豊島区の議場を使用さ

せていただいたり、区の職員の方がお話してくださったりしたことで、自分も社会

の一員なんだと自覚できたように思います。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「としま子ども会議」の意見発表会終了後に、感想をご提出いただいた方のものを一部抜粋しています。 
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４ 報告会 

 

  

（１）日時・会場 

日時：令和 6 年 1 月 21 日（日） 午後 3 時 30 分から 5 時 15 分 

会場：区議会議場（豊島区役所本庁舎８階） 

 

（２）当日の出席者  

■「としま子ども会議」参加者及び保護者の皆様 

■「としま子ども会議」ファシリテーター NPO 法人 SLC 代表 幅野裕敬 氏 

【豊島区より】 

■高際みゆき 区長 ■天貝勝己 副区長   ■金子智雄 教育長 

■副島由理 子ども家庭部長 

【豊島区区議会より】 

■池田裕一 議長  ■星京子 子ども文教委員長、 

【豊島区関係課長】 

■栗原せい子 障害福祉課長 

■小野義夫 子ども若者課長 

■髙橋隆史 庶務課長  

■秋山直樹 放課後対策課長 

【職員ファシリテーター】 

■障害福祉課 安井利樹 主任、橋本拓巳 主事    

■子ども若者課 菅野有里 相談員、河野光 主任 

■庶務課  松山美代子 課長補佐  

■放課後対策課 森田晴美 課長補佐 

 

（３）実施内容・目的  

子どもたちに自身の意見が区で検討されていることを実感してもらうと共に、子どもの意見の区

政への反映を図るため、今年度初めて実施。各チームの担当課から、子どもたちの意見を踏まえ

た取り組み状況の報告をした後に、子どもたちから報告に対する質問・提案等を発表してもらった。 

 報告会の前に「事前ワーク」として、提案に対する質問・提案等をファシリテーターと一緒に考える

時間をとり、子どもたちの発表の際は、幅野氏のサポートのもと、参加者が一人一人発表した。 

子どもたちの質問・提案に対しては、テーマに関係する部署の管理職がコメントや区の方向性等を

子どもたちへお話しした。また、報告会後半には出席した方々による講評も行った。  

開催概要 
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自分の意見が実現してとても嬉しく思います。豊島区の障害のある方についての YouTube

について「初めて知る人向け」や「もっと知りたい人向け」など項目を分けることを提案します。

YouTube では最初から大人目線だと伝わりづらいと感じる人もいるので、最初は子ども目

線で、徐々に大人向けにすると良いと思います。 

子ども会議を通して、障害について YouTube で紹介していることを初めて知りました。

今後の子ども向けのパンフレットについては、小さな物語を入れたり、マンガを入れたりす

ると良いと思います。また、子どもにわかりやすい絵本を作って子どもに配りたいです。 
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1 月 21 日（日）の午前中に「障害のある方への理解促進チーム」の 3 名が集まり、視覚障害のある

方へインタビューを行いました。 

インタビューの様子は、2 月 19 日（月）放送のとしまテレビの番組内で放送しました。 

下記 QR コードからご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくし健康まつりを実施することで、子どもから大人まで障害者について知ることができる

のがとても良いと思いました。障害のポスターを学校で配ることで、子どもや大人に障害

について知ってもらう機会が増えます。また、体験をすることで、障害者の気持ちや思い

を感じとって、障害者についてより関心を深めて生活できると思います。 

中澤さん、中村さん、長﨑さんに

撮影協力いただきました。 

ありがとうございました！ 

としまななまるチャンネル 

（YouTube） 
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立体アニメーションをつくる時になやミミやすいトリを擬人化したり、ストーリーを作ったりし

たら面白いと思います。区立小・中学校で配布されているタブレットを有効活用して、

ゲームを作り、子どもたちに知ってもらうことも良いと思います。ＳＮＳだけだとどうしても

見てくれる人が限られるので、ゲーム化して子どもの権利を伝えたら子どもたちにもわかり

やすいと思いました。 

ぜひ私も動画編集などに協力して一緒に考えていければと思います。 
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私たちが作った豊島区の HP も東京都に発信して社会がより良くなるといいなと思いま

した。また、豊島区の HP で絵を募集するとのことですが、そもそもの認知度が低く、応

募者がいない可能性があるため、学校などに声をかけてみると良いと思います。私もイラ

ストを描いたり、貢献できることがあったら貢献していきたいです。 
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サンシャインの噴水広場でアピールすると買い物の時に通る人も多く、色々な世代の人

が見てくれると思います。 
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外遊びの時に、具合の悪くない子でも室内にいて良いようにしてほしいと思いました。 

また、朝に外ではなく図書館に行けるようにしてほしいです。 

学級活動の時間で子ども祭りのことなど楽しいことを採り入れたら授業が楽しくなり、僕が

発表した「授業を楽しくしたい」が実現すると思います。学校の授業で習ったことを活かせ

るような場が学校の中で作れると良いと思います。 

 豊島区 
外で遊ぶことも本を読むことも大切です。学校の先生とよく相談していただき、本を

読む時間と体力をつける時間を計画的にとっていっていただければと思います。 

報 

告 

会 



- 32 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

係で発表をするときに、その内容がみんなに知られてしまうと面白くないので、みんなが見

ていないところで練習できるように学校の中の空いている部屋を貸してほしいとです。 

また、算数少人数は３コースに分かれていますが、算数の能力だけで分けられているの

で授業態度も考慮してほしいです。 
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ジャンプ東池袋がリニューアルオープンすると知り、機会があったら友達と行ってみたいと思

いました。NPO や企業にも働きかけているとありますが、どのような企業の人たちとどのよう

なことを計画しているのか知りたいです。また、ジャンプのような施設をすぐに増やすのは難

しいとのことですが、具体的にどのようなことなら可能なのか知りたいです。 

企業や NPO の特に若い人たちが、区の課題についてやりたいことをプ

レゼンして繋がる場として「チームとしま」があります。遊びや放課後として

は、例えば 11 月にグローバルリングでアーバンスポーツをしました。他の

スポーツや音楽についても団体から提案をいただいていて、これから進め

ていきます。皆さんに放課後色々なことを楽しんでほしいというアイデア

を役所だけでなくそこで繋がった企業等と組んでやっていこうと思います。 

また、遊び場や居場所については、現在庁内でプロジェクトチームを作

って検討しています。中高生が安心して過ごせる場所は意外に沢山あ

るので、中高生の皆さんにわかりやすいようにマップや表にして伝えてい

きたいです。 

 

 豊島区 
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放置自転車を警備するためのカメラを設置すれば放置した人がわかるし、「防犯カメラ

搭載中」「放置自転車はだめです」といった看板をつければ、放置する人が減ると思いま

す。また、「公園にラインや表示をする」とありますが、道に自転車を停めて買い物が出

来るように、公園以外の普通の道にもしてほしいです。 
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区民ひろばが 22 か所もあることを知らなかったので、聞いてみて良かったです。 

区民ひろばが 1 つの学校の近くに 2 つあると満員にならないので良いと思いました。ま

た、長い休みの時は区民ひろばにいられる時間を長くしてほしいです。 

齋藤夜空さんの提案に対する報告

提案内容

にしまるーむについて、 が答えます！
・５月に始まったにしまるーむは、１２月までに計31回で延べ1,237人が利用しました。
・にしまるーむは、地域の人、NPO、学校、PTA、区の大人達が「にしまるーむ応援団」
という名前でより良くするための話し合いをしています。

農業体験などについて、 が答えます！
・全ての中学校で、３年間のうちに何かしらの自然体験授業がありますよ。
農業に関する学びや取組が授業や特別活動にどう位置付けていけるかを考えていきます。

・各中学校に「にしまるーむ」のような居場所をつくる。
・プランターで野菜を育てる部活動や委員会を作る。
・職業講話で農家の人に来てもらい、農業を職業にする方法を教えてもらう。
★なぜかというと・・・・にしまるーむでは、先生も生徒もみんな楽しそうに笑ってい
る。とてもいいことだから、どこの学校にもあって欲しいと思ったから。
・東京では自然体験も少なくて、大切な農業を職業として選択する人が少ないから

放課後の過ごし方チーム
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夜空さんへ！これからやってみます！

・にしまるーむは、１月から週３回開催して部活動で来れなかった子も利用できるようにします。

・いろいろな居場所を増やせるよう学校と相談していきます。

・としま土曜部活など、新たな仲間と楽しい経験ができるよう取り組みます。

  そこで！夜空さんにお願いです！
夜空さんが大切にしたい「池袋の森」や「目白の森」の自然を守る活動を

「としま土曜部活」などでチャレンジしてみるのはどうでしょう。

中学生が街のために力を発揮して活躍できたらいいですね。

ぜひ、一緒に考えていきましょう！

放課後の過ごし方チーム

ダンス部！

にしまるです
にしまるーむ

かっこいい･・

にしまるーむの回数や利用者数を知って驚きました。また、地域の人、NPO、学校、

PTA の方が「にしまるーむ応援団」という名前で活動しているということを初めて知りまし

た。農業体験について具体的にいつどこで自然体験授業をしているのか知りたいです。

自然を守る活動を「としま土曜部活」で行うことはとてもやりたいですが、土曜日には部

活動があるので、曜日が被らないように他の曜日にやってもらえたら嬉しいです。また、

小中校生がボランティアをする機会を増やしてほしいです。 
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【参加者の皆様からの感想】※一部抜粋 

○ としま子ども会議を通して、私の知らない場でもこのように大人と一緒に豊島

区をより良くすることができることを知りました。私はこれからも豊島区に親しみ、

私が大きくなった頃に豊島区がたくさんのことを実現できるような関わり方をした

いです。また参加したいです。 

 

 

○ まずは、自分の考えた政策が実際に取り入れられたということをとても嬉しく

思っています。 

豊島区の課題や池田議長さん、高際区長さんなどとお話（交流）できたり、

豊島区の取り組みを知ることができて、とてもよかったと思いました。 

 

 

○ 自分が考えたことについて、区役所で検討してくださったことに感謝しました。 

自分の意見や考えを発表する場も、もう少し欲しかったです。 

グループの担当の方や、同じグループの友達にまた会えて嬉しかったです。 

機会があったらまた取り組みたいです。 

 

 

○ 自分の思っていることを伝えることは難しかったけど幅野さんや区役所の

方々が協力してくれたからうまくまとめられました。一生懸命発表したことを、大

人の方たちがみんなで考えてくれたことが嬉しかったです。また、普段は入れない

議場なので少し緊張したけど自信がつきました。また出来れば来年も参加した

いです。 

 

 

〇報告会は他のチームにも質疑応答ができたら良いと思いました。 

  議場での質疑応答は初めてで緊張しましたが、事前ワークの時にファシリテータ

ーが一緒に考えてくれて、言いたい事をまとめられていたので安心して話せました。 

  話しにくい子は幅野さんがサポートしてくれたので意見を伝えられたと思いま

す。 

 

 

 

 

報 

告 

会 



- 41 - 

 

【保護者の皆様からの感想】※一部抜粋 

○ 報告会という形で提案内容に対する進捗状況をお伺い出来て、子ども自身も私も、高際区 

長を始め関係担当部署の方々が、ご多忙の中真摯に向き合い回答してくださったことに対して、 

改めて感謝の気持ちでいっぱいでございます。 

  子ども自身も、自分の意見を採り入れてくれて、街づくりの一端を担えることに対して、とても誇 

りに思え、自分の住む街がより好きになり、また、日々生活している上での子ども目線の改良改善 

の気付きを積極的に発信して良いんだと再認識できたようです。また、報告会の際に高際区長が 

追加で補足説明してくださったことがとても嬉しかったようです。 

  小学生のこの時期に、このような経験ができることは、子どもにとってかけがえのない財産、成長 

につながり、とても貴重な機会となりました。普段の生活の中で政治を直接意識することは中々難 

しいですが、身近な行政から政治を意識できるとても良い取り組みだと思います。 

  報告会の取り組みの関しては、事前ワークの時間はもう少し長くても良いかと思います。 

  また、今回、報告書は当日発表で、事前ワークにて話し合いでしたが、やはり事前に報告書の 

ご提示を頂き、予め自分の意見を取りまとめた上で、当日の事前ワークでより深 

く話し合いをした方が、報告に対する質問事項も多くなり、より報告会も活発な 

やり取りがあって良かったのではないかと思います。 

 

 

 

○ 今回の会議、親子共々素敵な経験をさせていただきました。 

   知らなかったことに触れられただけでなく、自分たちがより深く豊島区のことを考える機会となり 

ました。娘にとっては他の子どもとコミュニケーションをとり、何かを創り上げる大きな

経験となりました。 

自分の思っていることを表現すること、人前で発表する際の工夫や気付き。彼女

の財産です。 

 

○子ども意見を区政に反映する、「こどもまんなか」の取り組みを豊島区が積極的に行っていること 

を知るきっかけになりました。 

 豊島区政や具体的な取り組みについて、これまで以上に興味関心を持つきっかけとなりました。 

 としま子ども会議に参加し、子どもが社会問題を取り上げたニュースやテレビ番組、Web サイト、 

本などにも興味関心を示し、社会問題と自身を結び付けて考えようとする好奇心も生まれてきて 

いると感じます。 

 子どもの意見を真剣に受け止めて検討してくださる行政の方々、そしてそこで 

生まれるコミュニケーションが、子どもたちにとって、また豊島区にとっても貴重な 

ものになるのではないかと思います。 
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〇子どもたちの提案に対して、区役所の方たちが真剣に検討し、その報告会まで開催して頂いた

ことに驚きました。当初、報告会と聞いたときに、正直あそこまで踏み込んで検討しているとは思っ

ていなかったので、イメージが変わりました。高際区長を始め豊島区役所の方々の「区民のリアル

な声に耳を傾け、良い方向に変えていこう」という気持ちが伝わってきました。 

 一点、報告会の最後のほうでも何人かの方が「モヤモヤする」と仰っておりましたが、私も同じよう

に感じた場面がありました。その場面とは、子どもの意見として「休み時間に外で遊ぶことが強制さ

れている。教室で本を読んだり、子どもの自由にさせて欲しい」という意見があり、それに対する教育

委員会の方の回答が「体力をつけるためにも外で遊ぶことが必要だから、先生の言う通りがんばっ

てみよう」というものでした。 

たしかに仰ることは正論なのですが、前時代的な印象を持ちました。画一的

な型に押し込める杓子定規の運用ではなく、子どもの個性に合わせた柔軟な

運用をしても良いのではないかと感じました。意見した生徒さんの落胆した表

情を見て、胸が締め付けられました。 

 

〇子ども達の提案に対して、大人の方達が、真摯に受け止め個人の提案、疑問を解決しようとす

る姿勢が大変素晴らしかったと感じました。子供達の提案が一方通行にならず、身近な大人以

外の大人と向き合えたことはとても良い経験になったと思います。また、自分の子どもだけでなく参

加者の皆さんの意見や発表を聞けたことで、様々な気付きがあり私自身も勉強になりました。 

 子どもたちが区の行政の仕事や、流れ、決定から実行までに困難な課題が

あることや、様々な人が関わっていることを知るきっかけとなる、大変素晴らしい

経験だったと思います。 

 このような機会を与えてくださりありがとうございました。 

 

 

〇素敵な取り組みで感動しました。「難しい」という回答でピュアな可能性を潰す

のではなく、やれる方法や代替策を模索するようなやり取りをする、素敵な会、

会議にこれからなっていくことを期待しています。 
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〇意見は聞かれることはありますが、結果がどうなったのか教えていただける機会はほとんどないので、

真剣に区民の、特に子どもの意見を採り入れていこうとされている区の姿勢を強く感じました。お忙

しい中、本当にありがとうございました。 

 ただ、やはり子ども相手だということで、説明が足りていないと感じた部分がありました。 

 たとえば、学校の休み時間に自由に過ごしたい、という意見については、「体力向上につかってほ

しい」との回答でしたが、「休み時間は誰のためのものなのか」という、子どもの権利に関する要求だ

と感じましたし、なぜ自由に過ごすことが許されないのか、納得のいく説明になっていなかったと思い

ます。回答側の曖昧さについて言及できるほど、子どもたちは言語能力が高くありません。そのよう

な、武器の差がある状態で、対等な雰囲気で対応するのは、大人の誠意が少し足りないように感

じました。何かしら、子どもをもう少し強力にサポートする人をつけないと、対等な会話にならないの

ではないかと感じました。 

 また、先生を評価するという提案についても、「小学校では難しい」との回答

でしたが、なぜ小学校では難しいのかなど、子ども側の弁護をしようと思えば深

堀することができそうでした。 

また、組織上の問題かと思いますが、やはり課を越えた問題解決には腰が

重そうだなということも明らかに見えました。 

 

 

 

 

 

 

  

※「としま子ども会議」の報告会終了後に、感想をご提出いただいた方のものを一部抜粋しています。 
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【来年度へ向けて】 

～豊島区子どもの権利委員会委員からのご意見～ 

 

 今年度としま子ども会議の「報告会」がありましたが、この取り組みこそが子どもの意見表明権を

実現するものであることをご理解いただきたいと思っています。 

 豊島区子どもの権利に関する条例に、子どもの意思「決定」権の尊重ではなく、意見「表明」権

の尊重と明記されていることは、上記「報告会」の実践が重要なのです。 

 例えば、子どもからの提案・意見の中で「壁新聞」を作りたいとありました。これを報告会を経ずに

ただ「壁新聞」を学校で実現することは、子どもの意思「決定」権を尊重したことにはなるかもしれま

せんが、意見表明権を尊重したとは言えません。 

 子どもがある意思を表明したことに対して、大人が、どのように考え、子どもにフィードバックするの

かが意見表明権の本質です。 

 昨今、「子どもがこのように言っているから」という口上をよく聴きますが、意見表明権を尊重してい

るとは言えません。子どもが意見を表明したことに対して、大人としてどのように考え、子どもにフィー

ドバックするかが重要なのです。 

 そのため、この「報告会」という場を設けてフィードバックするということ自体が、子どもの意見表明

権をまさに尊重した取り組みであることを実感していただきたいのです。 

 報告会の取り組みの中で、居場所の増設はすぐにできなかったけど、そのことについて大人として

どのように考えたのか、をキチンと子どもにフィードバックする機会をこの度設けたことがとても素晴らし

いことなのです。 

 この報告会の取り組みはぜひ続けていただきたく、また、これこそが子どもの意見表明権を尊重し

た行政の取り組みの最善であることをアピールしていただきたいと思います。 

 

 

 

○豊島区子どもの権利委員会とは・・・ 

 豊島区は、子どもの権利に関する条例に基づく計画 

及び施策を検証するために、豊島区子どもの権利委員会 

を設置しています。 

 権利委員会は、大学の先生や区立学校の校長先生、 

地域の方など 10 名以内で組織されています。 

 権利委員会では、区長が意見を聞きたいことについて、 

子どもの権利保障の状況等を調べて評価し、意見をまと 

めて区長に回答しています。 
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～「令和 5 年度としま子ども会議を終えて」 としま子ども会議事務局 子ども若者課 ～ 

 

○運営・スケジュール等について 

 各課で課題となっていることや、子どもたちの意見をぜひ参考にしたいことをテーマにすることで、子

どもの意見を区政に反映しやすくなった反面、テーマが抽象的だと各課の課題が子どもたちに伝わ

りづらく、実際の子どもたちの提案が、各課が想定していたことから離れてしまい実現が難しくなるこ

とも少なからずありました。子どもたちのイメージがふくらみ、提案しやすくなるよう、テーマの設定につ

いてはより工夫する必要があります。 

 また、実施スケジュールについても、今年度は 7・8 月の夏休み期間に集中して実施することで、

子どもたちの集中力を高めるとともに、子どもたちの意見について年度内に検討・実施することが可

能になりました。参加者からは参加しやすいとの声を多くいただきましたが、中学生からは塾や部活

動と重なり参加が難しかったとのご意見もありました。中学生の参加者が少ないことが毎年の課題

であり、中学生にとっても参加しやすいスケジュールでの実施が今後の課題であるため、子どもに意

見をもらいながら、より多くの子どもたちにとって参加しやすい形を検討していきたいと思います。 

 

○意見発表会について 

 意見発表会では、これまでに引き続き、子どもたち一人一人に各テーマの課題に対する提案を

発表してもらいました。子どもたちは、各回の活動の中で、実際に自分が困っていることや日々考

えていることから提案内容を考えていますが、意見発表会では具体的な提案内容を強調した発

表となったため、各課が実現が難しいと感じてしまう発表も多くありました。来年度以降は「なぜそう

思ったか」「どんなことに困っているのか」の部分に焦点を当てた発表にすることで、子どもたち一人

一人の考えにより一層寄り添い、子どもの意見の反映に努めます。 

 

○報告会について 

 報告会の前の「事前ワーク」では、全体ファシリテーターの幅野氏や、各チームの職員ファシリテー

ターと共に資料を確認しながら発表内容を考える時間をとることで、予め区の報告内容について

理解したうえで、報告会に臨んでもらえるようサポートしました。 

 課題としては、子どもたちの提案に対する区の報告・回答が、子どもが納得できるものではなかっ

たり、疑問やもやもやを感じていても緊張のため発言することが難しかったことが挙げられます。また、

「子どもたちが発表する時間がもう少し長くてもよかった。」「他のチームにも質疑応答ができたらよか

った。」といった感想もいただきました。区からの報告の仕方や、報告会で子どもが発表する時のサ

ポート体制の強化、当日の時間配分等について検討していきます。 

 

 としま子ども会議に参加してくださった子どもの皆さん、豊島区の課題について真剣に向き合い、

自らの経験をもとに様々な提案を発表していただきありがとうございました。これからも豊島区では、

子どもが意見を発表する場の確保や、子どもの意見の区政への反映など、子どもの権利保障の推

進に努めてまいります。 

 

 

報 
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